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下記地図は作成途中であり完成図では有りません本年度の健康ウォーキングマップ

２月3日は「節分」 "鬼は～外、福は～内"

節分とは、本来は季節の分かれ目である｢立春、立夏、立秋、立冬｣ の前日のことで、年に4回あります。室町時代

あたりから、節分といえば立春の前日を指すようになりました。昔は「季節の変わり目には邪気が入りやすい」と考

えられており、さまざまな邪気祓い行事が行われてきました。

節分の豆まきは邪気祓い行事で、鬼は邪気や厄の象徴で、形の見えない災害､病､飢餓などの恐ろしい出来事は鬼の

仕業と考えられてきました。大豆は五穀のひとつで、穀霊が宿るとされ日本人にとって、味噌､豆腐､醤油など生活に

大切な食物です。そして「豆を炒る」ことが「魔目を射る」に通じて「魔滅(まめ)」となるため、煎った大豆(福豆)を

使って鬼(邪気)を払うのです。節分の夜に、自分の年齢+1個(数え年)分の福豆を食べる(福を取り込む)ことで健康な1

年が過ごせるとのことです。

節分には、豆まきで邪気のオミクロン株を追い払い、早々の収束を祈願しましょう。
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